
さいたま市シニアユニバーシティ岩槻校 校友会協議会 

日時：11 月 8 日(金) 13：00～17：00 

   11 月 9 日(土)  9：00～16：00 

場所：岩槻城址公民館 

 

中学生と地域児童による琴と踊りのコラボ 

日時：11 月 10 日(日) 13：00～13：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演芸発表会 

 

表 

 

作品展 

 

 

表 

 

日時：11 月 10 日(日) 11：00～12：00 

          13：00～16：00 

場所：市民会館いわつき ホール 

 

特別出演 

 

 

表 

 

令 和 元 年 度 



1．開会式 11：00～

（敬称略）

１）開会宣言 文化祭実行委員長 山崎　照彦

２）主催者挨拶 岩槻校校友会協議会会長 深井　義司

３）来賓挨拶 さいたま市岩槻区役所　区長 沼尻　裕一

４）来賓挨拶 さいたま市シニアユニバーシティ

                           事務局長 桑原　静

５）来賓紹介

２．演芸発表

１）各期発表 11：30～

２）特別出演 中学生と地域児童 13：00～

３）各期発表 13：20～

４）フィナーレ 『今日の日はさようなら』合唱

３．閉会式 15:30～

閉会宣言 文化祭実行副委員長 森　義信

◇作品展展示 出品点数　　合計７２点
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プログラム



.

番号 期 開始時間 演   目・曲　目 団 体 名

コーラス

　①古城

　②港町十三番地

　③ここに幸あり

民舞

　①ズンパ音頭

　②東京五輪音頭2020

ハンドベル&パフォーマンス

　①虫の声

　②とんぼのめがね

　③たきび

　④さくらさくら ⑤ジングルベル

琴演奏と踊り

　①ふるさと

　②365日の紙飛行機

　③あなたは可愛い　おひな様

踊り

　①マツケンサンバⅡ

　②三波春夫東京五輪音頭1964

コーラス

　①若い二人

　②ブンガワンソロ

　③しあわせのうた

朗読

　①耳なし芳一

踊り

　①東京五輪音頭1964

　②東京五輪音頭2020

体操

　①岩槻市民健康体操

市民会館いわつきホール

11月10日（日）

演芸発表演目プログラム

1 2 11:30 校ラス会

3 3 11:50 ３期シニア

2 9 11:40 楽しく踊り隊

4
特別
出演

13：00
・岩槻中学校箏曲部
・ひなあられーず

昼食休憩　　12：00～13：00

6 1 13：30 ドリームハーモニー

5 12 13：20 12期オールスターズ

8 8 13：50 8期踊り隊

7 4 13：40 4期朗読部
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休憩　　　14：10～14：20

9 8 14：00 8期踊り隊



踊り

　①長生き音頭

コーラス

　①カチューシャの唄

　②翼をください

　③幸せなら手をたたこう

ダンス

　①ダンシングクイーン

　②銀座カンカン娘

フォークダンス

　①2020音頭

　②グーフス

　③ダンシング・インザ・ストリート

民舞

　①ビューティフルサンデー

　②高原の駅よさようなら

歌とフラダンス

　①想い出の渚

　②憧れのハワイ航路

　③ハワイの夜
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番号 期 開始時間 演　　目・曲　目 団　体　名

10

12

14

11

13

11期一同

リズムクイーン

てまり会

シルバー合唱隊

5期一同

メレ・フラ・ニキ

16 全員 15:20

15 2 15:10

フィナーレ「今日の日はさようなら」全員合唱

11

4

7

14:20

14:40

15:00

9 14:30

5 14:50



番号 期 氏　　名 作　品　分　類 題　　　　名

1 2 金 子 敏 男 　絵画（水墨画） 　桧原湖畔

2 2 金 子 敏 男 　絵画（水墨画） 　白樺高原

3 2 千 葉 勝 彦 　写真 　背くらべ（長野県）

4 2 千 葉 勝 彦 　写真 　神々の座（長野県）

5 2 大 和 邦 博 　切り絵 　仏像

6 2 大 和 邦 博 　切り絵 　令和の大判

7 2 新 谷 松 枝 　和紙のちぎり絵 　憩いのひととき

8 2 山 賀 章 　短歌 　自由題

9 2 山 賀 章 　俳句 　無題

10 2 藤 森 正 代 　俳句 　無題

11 2 藤 森 正 代 　俳句 　無題

12 2 藤 間 恭 子 　手芸品(レース編み） 　ベスト

13 2 ２ 期 手 芸 教 室 　手芸品 　手提げバック

14 2 ２ 期 手 芸 教 室 　手芸品 　クラフト籠

15 3 丸 山 久 行 　写真 　雨中の熱海起雲閣庭園

16 3 渡 辺 米 子 　手芸品(手提げ) 　エコクラフト

17 3 長 谷 川 詳 子 　手芸品(木目込み人形) 　三番叟
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作品展示品一覧表

岩槻城址公民館　多目的ホール

11月8日（金）13：00～17：00

11月9日（土） 9：00～16：00



番号 期 氏　　名 作　品　分　類 題　　　　名

18 3 菊 田 恵 子 　手芸品(押し絵) 　押し絵

19 3 渡 辺 和 枝 　手芸品(パッチワーク） 　パイナップル

20 3 加藤 美代子 　手芸品(レース編み) 　夏のボレロ

21 4 阿久津 あき子 　手芸品 　カーディガン

22 4 阿久津 あき子 　手芸品 　パンツ

23 4 志 賀 セ ツ 子 　手芸品 　セーター

24 4 志 賀 セ ツ 子 　手芸品 　帽子

25 4 志 賀 セ ツ 子 　手芸品 　セーター

26 4 志 賀 セ ツ 子 　手芸品 　帽子

27 4 秦 美 恵 子 　絵画 　小人のワルツ

28 4 秦 美 恵 子 　絵画 　こころの郷里
ふるさと

29 4 秦 美 恵 子 　手芸品 　ショルダーバッグ

30 5 北川 百合子 　絵画（水墨画） 　風景

31 5 小 巻 聖 子 　フラワーアレンジメント 　お正月の床ノ間飾り

32 5 小 巻 聖 子 　　付属品 　畳の敷物

33 5 小 巻 聖 子 　　付属品 　お獅子のお手玉　

34 5 小 巻 聖 子 　　付属品 　コマ　

35 5 小 巻 聖 子 　フラワーアレンジメント 　クリスマスのリース

36 5 小 村 祥 子 　書(ペン字) 　坂　(西條八十、詩)

37 7 岡 田 愛 子 　絵画（日本画） 　干支
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番号 期 氏　　名 作　品　分　類 題　　　　名

41 7 三 岳 ト シ 子 　手芸品（洋裁） 　ブラウス（母の着物リメイク）

　令和の季

　一期一会

40 7 三 岳 ト シ 子 　手芸品（洋裁） 　ワンピース（母の着物リメイク）

38

39

7

7

長谷部 陽子

国 分 愛 子

　絵手紙

　書

小 林 章 憲 　写真（パネル） 　ハイキングクラブ活動・結果

42 8 松 本 正 司 　書（散文） 　白い雲

45 8 黒 澤 邦 子 　写真 　あさやけ

44 8 小 林 章 憲 　写真（アルバム） 　ハイキングクラブ活動・結果

43 8

47 9 宮 崎 藜 子 　手芸品 　チューリップ柄セーター

46 9 石 塚 稲 實 　手芸品 　貝人形雛飾り

49 9 瀧 田 和 雄 　写真 　名人芸（芋灯）

48 9 濱 野 ま つ 子 　手芸品（パッチワーク） 　十五夜

51 9 蕪 木 正 直 　写真 　白い虹

50 9 澄 川 哲 雄 　写真 　雨上がり

53 11 三津山 和子 　手芸品 　人形（ピエロ）

52 11 三津山 和子 　手芸品 　人形（男、女）
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56 11 迫 雍 子 　切り絵 　静寂

11

11

佐 藤 晴 子

大 津 美 晴

　絵画（水墨画）

　手芸品

　藤

　シュニール織りに魅せられて

54

55

57 11 常 見 カ ツ 子 　手芸品 　つるし雛



番号 期 氏　　名 作　品　分　類 題　　　　名

59 11 高 橋 良 子 　手芸品 　バンビ（文化刺繍）

斉 藤 敏 子 　手芸品 　絹小袋

63 12 斉 藤 敏 子 　手芸品 　絹小袋

65 12 12 期 全 員 　手芸品(折り紙）

71 12 青 葉 信 子 　手芸品（クラフト）

　手芸品

　エメ!!ヴァンルージュ

67 12 森 義 信 　書（川柳） 　川柳

66 12 12 期 全 員 　手芸品(折り紙） 　フレーベルの模様折り

68 12 細 野 道 子 　絵画（水彩画）

　錦織帯ショルダーバッグ

　フレーベルの模様折り

64 12

70 12 鈴 木 雄 二 　写真 　滝(妖精の現われる滝）

69 12 鈴 木 雄 二 　写真 　滝(落差150Mの滝)

72 12 青 葉 信 子 　手芸品（クラフト） 　手提げバック
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62 12 河 田 幸 子

61 12 河 田 幸 子 　手芸品 　名古屋帯エンジショルダーバッグ

　Tシャツ58 11 水 谷 久 恵 　手芸品

　手提げバック



今日の日はさようなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞・作曲　金子詔一

（短い前奏）

いつまでも絶えることなく

友だちでいよう

明日の日を夢見て

希望の道を

空を飛ぶ鳥のように

自由に生きる

今日の日はさようなら

またあう日まで

（間奏なし、続けて歌う）

信じあうよろこびを

大切にしよう

今日の日はさようなら

また会う日まで

　　　　　　　　　また会う日まで
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